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ガーデン・ツーリズム登録制度 令和 5 年度 登録計画事業実施報告 

 

           令和６年３月 

浜名湖ガーデンツーリズム推進会議  

 

 「アメイジングガーデン・浜名湖」の事業について報告します。 

  

１．共通入場券販売事業 

（１）名称：浜名湖ガーデンツーリズム共通入場券 ※実券 

   価格：１,９８０円（税込） 

   内容：アメイジングガーデン・浜名湖の構成７庭園のうち、 

有料５施設中３施設に入場できる。 

（可睡ゆりの園の脱退により令和５年７月以降販売中止） 

   期間：利用開始日より２日間 

   販売：構成７庭園、ホテル等 

   実績：令和４年度 ９７６件 

令和５年度  ６７件 （令和５年７月以降販売中止） 

  

（２）名称：アメイジングガーデン・浜名湖 デジタルチケット 

   価格：１,９８０円（税込み） 

   内容：アメイジングガーデン・浜名湖の構成７庭園のうち、 

      可睡ゆりの園を除く有料４施設すべてに入場できる。 

      上述の共通入場券をデジタルチケット化したもので、 

購入から入場までスマートフォンひとつで完結できる。 

これまでの紙媒体の入場券と併用してデジタルチケットの 

利用拡大を行い、広く周知することで広域周遊観光促進を図っていく。 

   販売：アソビューサイトからクレジットカード等で購入 

   実績：令和４年度  ７件（３月のみ） 

      令和５年度 ２１件（４月～６月のみ） 

 

    

２．周辺施設を含めた周遊事業 

（１）大河ドラマ「どうする家康」ドラマ館葵広場（出世パーク）への花の装飾 

   内容：入場ゲート付近を花で華やかに彩り、来場者を花でお出迎えするとともに、 

アメイジングガーデン・浜名湖、浜名湖花フェスタ２０２３などのＰＲを行う。 

      期間：令和５年３月１５日～令和５年５月２８日 
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（２）アメイジングガーデン・浜名湖×浜名湖花フェスタ 花めぐり集印帳の販売 

   内容：Ｆ１層を対象に施設間の周遊と満足度向上のために実施中の「花めぐり集印帳」を 

作成販売。グリーン、オレンジ、紫、赤の計４色を展開。 

１８施設２６絵柄のスタンプを展開。 

価格：１，６００円（税込） 

期間：２月～６月 

実績：令和４年度 ３３５冊 

令和５年度  ９７冊 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）るるぶ特別編集「浜名湖花博２０２４」の作成 

   今年で１０回目を迎える「浜名湖花フェスタ」と同時開催の 

浜名湖花博２０２４に合わせ、（３月～６月） 

２会場（はままつフラワーパーク・浜名湖ガーデンパーク）のほか、 

浜名湖周辺に多く点在する花の名所や日本庭園、それに加え、 

国土交通省が創設したガーデンツーリズムに登録された 

「アメージングガーデン・浜名湖」を構成する庭園の花の開花時期、 

モデルコース、浜名湖周辺の体験コンテンツ、飲食店、宿泊施設、お土産等を一冊に盛り込んだる

るぶ特別編集「浜松花博２０２４」を制作するとともに、ＳＮＳを活用した情報発信をおこなって

いる。    

 

（４）アメージングガーデン浜名湖 構成庭園の変更 

   天浜線花のリレープロジェクトを構成庭園として申請し 

１月２５日に計画変更承認。 

   総延長６７．７ｋｍ天竜浜名湖鉄道の駅や沿線１８か所に 

植えた花木が季節ごとに彩りを変化させ、訪れた人に楽しん 

でもらえるよう植栽されている。              

（天竜二俣駅ペレニアルガーデン） 

３．旅行商品及びモデルルート造成事業 

（１）速旅アメイジングガーデン浜名湖ドライブプランの販売 

   内容：ネクスコ中日本との連携により造成した、高速道路の周遊と共通入場券２枚つきプラン 

中京圏発着と静岡県内周遊の２コースを用意（２日間有効） 
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高速道路料金が割引きになるお得なプラン 

   価格：名古屋・豊田→遠州周遊プラン 普通車７,９６０円、軽自動車７,１６０円 

            静岡県内周遊プラン      普通車９,０６０円、軽自動車７,９６０円 

   実績：令和４年度 ３５件（７０枚） 

      令和５年度 １５件（３０枚）（４月～６月） 

      （可睡ゆりの園の脱退により令和５年７月以降販売中止） 

 

 

 

 

 

全体を通じての効果や成果 

・ウェブやＳＮＳ（Instagram・Ｘ（旧 twitter）・youtube 等）を通じたウェブマーケティングにつ

いて、引き続き実施。 

  ・共通入場券の販売は一定の成果は見られたものの、構成庭園の脱退もあり販売を中止しているが、

あらたに１庭園が加入したこともから再開も検討する。また、浜名湖花博２０２４開催に合わせ中

止しているドライブプランの再開も検討していく。 

・大河ドラマ「どうする家康」の放送も終了し、観光客の動向も気になるところではあるが、浜名湖

花博２０２４の開催もあり、インバウンドも増加傾向にあることからガーデンツーリズムや花フ

ェスタ等のＰＲを実施。浜名湖花博２０２４に向けて地域内周遊やリピート率の向上を目指す。 

 

今後の取組 

・浜名湖ガーデンツーリズム事業（花フェスタ２０２４）の推進と並行して、前半は浜名湖花博２

０２４と連携した誘客推進 

・宿泊施設との連携による販路拡大 

・構成庭園の共通入場券と西部地区広域連携としてネクスコドライブプランの販売再開についても

検討 

・ウェブプロモーションの強化、ウェブコンテンツの強化による情報発信 

 ＳＮＳ広告（Instagram）による誘客推進 

・インバウンド（訪日外国人旅行者）誘客に向けた取り組み、インバウンド商談会での浜名湖ガーデ

ンツーリズムの拡販と富士山静岡空港との連携や多言語サイト（英語・中国語）の運営 


